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全ての農作物に残留農薬基準が設定されています！！ 

━薬剤散布の際は周辺作物へ飛散しないよう十分注意しましょう━ 
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Ⅰ．今月の予報 
 
【注意すべき病害虫】 
 

ダイズ 
 
１．紫斑病 

[予報内容] 

発生時期 発 生 量 発生地域 

－ 平年並 県下全域 

 
[予報の根拠] 

① 気象予報によると，向こう 1か月の降水量は平年並と予想されている。 

 

[防除上注意すべき事項] 

① 開花期以降から成熟期までに連続した降雨があると発生が多くなるので注意する。 

② 防除適期は，開花 20 日後である。連続した降雨が続く場合は，開花 30 日後に追加防除を

行う。なお，県内では，チオファネートメチル剤（トップジンＭ）に対する耐性菌が出現

しているため，防除の際はチオファネートメチル剤以外の薬剤を使用する。また，新たな

薬剤耐性菌の出現を回避するため，2回目の防除を行う際は系統の異なる薬剤を散布する。 

③ 薬剤散布の際は，莢まで薬液がかかるように丁寧に散布する。 

④ 明きょを点検し，排水対策に努める。 

（平成 18 年度普及に移す成果 参照） 

 

 

２．カメムシ類 

[予報内容] 

発生時期 発 生 量 発生地域 

平年並 平年並 県下全域 

 
[予報の根拠] 

① 8 月下旬現在，寄生虫数，発生地点率とも平年並である。 

 

[防除上注意すべき事項] 

① 防除適期は，莢伸長期から子実肥大中期頃であるが，莢が黄熟する頃まで加害するため，

発生の多い圃場では，収穫前日数に注意し防除を行う。 

② 成虫だけでなく幼虫も加害するため，幼虫の発生状況にも注意する。 

③ 薬剤散布の際は，莢まで薬液がかかるように丁寧に散布する。特に，圃場の周縁部はカメ

ムシ類の生息密度が高い傾向にあるため，周縁部への散布は丁寧に行う。 

 
 

サツマイモ 
 
１．ナカジロシタバ 

［予報内容］ 

発生時期 発 生 量 発生地域 

やや遅い やや多い～多い 県下全域 
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（サツマイモ ナカジロシタバ続き） 

［予報の根拠］ 

① 8 月下旬現在，被害葉率は平年よりやや高く，発生地点率は平年より高い。 

② 気象予報によると，向こう 1か月の気温は平年より高いと予想され，発生を助長する条件

である。 
 

［防除上注意すべき事項］ 

① 防除効果が高い幼虫発生初期（つる先や上位葉に指先ほどの穴が開いた食害痕が点々と認

められる時期）の防除に努める。 

② 薬剤散布の際は，幼虫が生息する葉裏までかかるよう丁寧に行う。 
 
 

ク リ 

 
１．モモノゴマダラノメイガ  

［予報内容］ 

発生時期 発 生 量 発生地域 

平年並 多い 県下全域 

 

［予報の根拠］ 

① 8 月下旬現在，被害果率及び発生地点率は平年より高い。 

② 予察灯（笠間市，かすみがうら市）への誘殺数は，平年よりやや多い。 

③ 夏季が高温で推移しているため，第 3 回成虫の発生が多くなると予想され，次世代幼虫に

よる被害が懸念される。  

 

［防除上注意すべき事項］ 

① 被害が見られる中晩生品種の園では，9月上～中旬に，収穫前日数等の使用基準に十分注意

して防除を行う。 

② 薬剤散布は，薬液が毬果に十分かかるように丁寧に行う。 

 

 

秋冬ネギ 

 
１．黒斑病  

［予報内容］ 

発生時期 発 生 量 発生地域 

多い 県北地域 
平年並 

平年並 県南地域 

 

［予報の根拠］ 

① ８月下旬現在，県北地域では発病度，発生地点率ともに平年より高いが，県南地域では平

年並である。 

 

［防除上注意すべき事項］ 

① 発病初期の防除に重点をおき，その後の発病状況に応じて薬剤散布を行う。 

② 薬剤散布は展着剤を加用し丁寧に行う。また，薬剤を散布する際は，収穫前日数に十分注

意する。 
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 ２．ネギアザミウマ  

［予報内容］ 

発生時期 発 生 量 発生地域 

平年並 やや多い～多い 県下全域 

 

［予報の根拠］ 

① ８月下旬現在，被害度は平年並からやや高く，一部で発生程度の高い圃場がみられる。 

② 気象予報によると，向こう 1か月の気温は高いと予想され，発生を助長する条件である。 

 

［防除上注意すべき事項］ 

① 高温乾燥条件が続くと増殖が盛んになるため，発生状況に応じて薬剤防除を行う。 

② 雑草はネギアザミウマの発生源となるため，圃場周辺の除草を徹底する。 

 

 

アブラナ科野菜共通 

 
１．ハイマダラノメイガ 

［予報内容］ 

発生時期 発 生 量 発生地域 

平年並 平年並～やや多い 県下全域 

 

［予報の根拠］ 

① ８月下旬現在，定植後のアブラナ科野菜で幼虫の寄生及び被害を確認している。  

② 気象予報によると，向こう 1か月の気温は高いと予想され，発生を助長する条件である。 

 

［防除上注意すべき事項］ 

① 本虫は，アブラナ科野菜の育苗期や本圃の初期に，幼虫が生長点付近を加害する。幼苗期

に加害されると芯止まりになるので，早期発見，早期防除に努める。 

② 苗床は，防虫ネット等で覆い，成虫の侵入を防ぐ。 

 

 

抑制トマト 
 

１．タバココナジラミ類 

［予報内容］ 

発生時期 発 生 量 発生地域 

平年並 やや多い 県下全域 

 

［予報の根拠］ 

① 8 月下旬現在，寄生葉率，発生地点率とも平年並からやや高い。 

② 気象予報によると、向こう１か月の気温は高いと予想され、ハウス内は発生を助長する温

度条件になる。 

 

［防除上注意すべき事項］ 

① 発生が多くなると防除が困難となるため，初期防除を中心に防除する。また本種はトマト

黄化葉巻病を媒介するため，防除を徹底する。 
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(抑制トマト タバココナジラミ類) 

② 設置が可能な場合は，ハウスの開口部に防虫ネット（0.4mm 目合い）を設置し，タバココナ

ジラミ類のハウス内への侵入を防止する。 

③ タバココナジラミ類は葉裏に寄生するため，薬液は下方から吹き上げるように散布する等，

葉裏にも十分かかるよう丁寧に行う。 

④ 雑草はタバココナジラミ類の生息場所となるため，ハウス内外の除草を徹底する。 

 

 

抑制キュウリ 
 
１．オンシツコナジラミ 

［予報内容］ 

発生時期 発 生 量 発生地域 

平年並 多い 県下全域 

 

［予報の根拠］ 

① 8 月下旬現在，寄生葉率，発生地点率とも平年より高い。 

② 気象予報によると、向こう１か月の気温は高いと予想され、ハウス内は発生を助長する温

度条件となる。 

 

［防除上注意すべき事項］ 

① 発生が多くなると防除が困難となるため，初期防除を中心に防除する。 

② コナジラミ類は葉裏に寄生するため，薬液は下方から吹き上げるように散布する等，葉裏

にも十分かかるよう丁寧に行う。 

③ 雑草はコナジラミ類の生息場所となるため，ハウス内外の除草を徹底する。 

 

 

共通害虫 

 
１．ハスモンヨトウ  

［予報内容］ 

発生時期 発 生 量 発生地域 

早い 多い 県下全域 

 

［予報の根拠］ 

① ８月下旬現在，フェロモントラップへの誘殺数は平年より多い。 

② ８月下旬現在，ダイズ及びナスでやや多い発生である。 

③ 気象予報によると，向こう 1か月の気温は高いと予想され，発生を助長する条件である。 

 

［防除上注意すべき事項］ 

① レタスやハクサイでは，結球への食害を防ぐため，結球前に防除を徹底する。 

② ダイズでは白変葉の発生が防除の目安となる。 

③ 圃場をよく観察し，幼虫の早期発見に努める。齢期が進むに従って薬剤の効果は低くなる

ため，若齢幼虫のうちに防除を徹底する。 

④ 薬剤散布は，葉裏や株元にも薬液がかかるように丁寧に行う。また，薬剤抵抗性の発達を

抑えるために，同一系統の薬剤は連用しない。 

⑤ 施設栽培では，開口部に防虫ネットを設置する。 
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２．オオタバコガ  

［予報内容］ 

発生時期 発 生 量 発生地域 

平年並 平年並～やや多い 県下全域 

 

［予報の根拠］ 

① ８月下旬現在，フェロモントラップへの誘殺数は平年並である。 

② ８月下旬現在，ナスで幼虫の発生を確認している。 

③ 気象予報によると，向こう 1か月の気温は高いと予想され発生を助長する条件である。 

 

［防除上注意すべき事項］ 

① レタスやハクサイでは，結球への食害を防ぐため，結球前に防除を徹底する。 

② 圃場をよく観察し，幼虫の早期発見に努める。齢期が進むにしたがって薬剤の効果は低く

なるため，若齢幼虫のうちに防除を徹底する。 

③ 薬剤散布は，葉裏や株元にも薬液がかかるように丁寧に行う。また，薬剤抵抗性の発達を抑

えるために，同一系統の薬剤は連用しない。 

④ 施設栽培では，開口部に防虫ネットを設置する。 

 

 

【その他の病害虫】 

作物 病害虫名 発生予想 発生概況及び注意すべき事項 

ダ
イ
ズ 

べと病 発生量：少ない 
8 月下旬現在，納豆小粒で発生が見られるが，平

年より少ない発生である。 

黒星病 発生量：多い 

8 月下旬現在，発病果率は平年より高い。発病の多

かった園では，収穫後の防除を徹底する。 

本年は徒長枝の生育が旺盛であるため，防除の際

は薬液がよくかかるよう特に注意し，丁寧に散布

する。 

シンクイムシ

類 

発生量：やや多い 

～多い 

8 月下旬現在，被害果率は平年よりやや高い。新高

等，晩生品種への被害を防ぐため，被害果は放

置せず，土中深く埋めるなど速やかに処分

する。 

ナ
シ 

ナシチビガ 発生量：平年並 8 月下旬現在，発生を認めず平年並である。 

褐斑病 発生量：多い 
8 月下旬現在，発病葉率は平年より高い。発病の多

かった園では，収穫後の防除を徹底する。 

べと病 発生量：平年並 
8 月下旬現在，平年並の発生である。発病の多かっ

た園では，収穫後の防除を徹底する。 

（
露
地
巨
峰
） 

ブ
ド
ウ 

晩腐病 発生量：平年並 8 月下旬現在，発生を認めず平年並である。 

カ
キ 

炭そ病 発生量：平年並 8 月下旬現在，発生を認めず平年並である。 
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ク
リ 

炭そ病 

（実炭そ病） 
発生量：平年並 8 月下旬現在，発生を認めず平年並である。 

果
樹
共
通 

カメムシ類 発生量：少ない 

8 月下旬現在，チャバネアオカメムシの予察灯（か

すみがうら市）への誘殺数は，平年より少ない。

カメムシ類が飛来した場合は，収穫前日数に注意

したうえで直ちに防除を行う。 

秋
冬
ネ
ギ 

ネギコガ 発生量：やや多い ８月下旬現在，平年よりやや多い発生である。 

コナジラミ類 発生量：多い ８月下旬現在，平年より多い発生である。 
夏
秋
ナ
ス マメハモグリ

バエ 
発生量：やや多い 

８月下旬現在，平年並の発生であるが，向こう１

か月の気象予報は発生を助長する条件である。 

ア
ブ
ラ
ナ
科

野
菜
共
通 

コナガ 発生量：平年並 
８月下旬現在，八千代町のフェロモントラップへ

の誘殺数は平年並である。 

タバココナジ

ラミ類 
発生量：多い 

8 月下旬現在，幼虫，蛹の平均寄生葉率は過去 3

年中最も高い。果実に着色異常を引き起こすため，

防除を徹底する。 

ヒラズハナア

ザミウマ 
発生量：やや多い 8 月下旬現在，平年よりやや多い発生である。 

抑
制
ピ
ー
マ
ン 

ハダニ類 発生量：やや多い 8 月下旬現在，平年よりやや多い発生である。 

輪紋病 発生量：やや多い 8 月下旬現在，平年よりやや多い発生である。 抑
制
ト
マ
ト 

ミカンキイロ

アザミウマ 
発生量：やや多い 8 月下旬現在，平年よりやや多い発生である。 

タバココナジ

ラミ類 
発生量：やや多い 8 月下旬現在，平年よりやや多い発生である。 抑

制
キ
ュ
ウ
リ 

ミカンキイロ

アザミウマ 

発生量：平年並 

～やや多い 
8 月下旬現在，平年並からやや多い発生である。 
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Ⅱ．病害虫ミニ情報 

 
 

ハスモンヨトウの薬剤感受性について 
 
ハスモンヨトウの幼虫は広食性で，野菜やダイズ，花きなど様々な種類の農作物を加害し，問題

となります。また，薬剤の殺虫効果が低下しやすく，すでに多くの薬剤に対して抵抗性の発達した

個体が発生しています。そこで，主要な薬剤の殺虫効果を確認するため，葉片浸漬法により，薬剤

に対する感受性を平成 18 年 10 月に検定しました。なお，検定には 3齢幼虫を用いました。 
 

【結果の概要】 

表 1には，供試薬剤および採取地点ごとの補正死虫率を示しました。 

（１）アタブロン乳剤，アファーム乳剤，コテツフロアブル，プレオフロアブルは，全ての地点

で 100％となり，高い殺虫効果が認められました。 

（２）ノーモルト乳剤，フローバック DF は，それぞれ 78～100％（平均 96％），77～100％（92％）

となり，高い殺虫効果が認められました。 

（３）マッチ乳剤，マトリックフロアブルは，平均するとそれぞれ 93％，90％と高かったものの，

地点によって低いものもあり，ややばらつきが認められました。 

（４）トレボン乳剤，トルネードフロアブル，エルサン乳剤は，平均するとそれぞれ 87％，84％，

80％と比較的高かったものの，地点によってばらつきが認められました。 

（５）ラービンフロアブル，オルトラン水和剤は，平均するとそれぞれ 61％，56％と低く，地点

によってばらつきも認められました。 

 

以上の結果から，ハスモンヨトウに対しては，アタブロン乳剤，アファーム乳剤，コテツフロアブ

ル，プレオフロアブル，ノーモルト乳剤，及びフローバック DF を組み入れた防除体系が有効であると

考えられます。 

 

表 1 各種薬剤に対するハスモンヨトウ 3齢幼虫の薬剤感受性（平成 18 年 10 月） 

補 正 死 虫 率（％） 
系 統 名 薬 剤 名 

希釈 

倍数 地点① 地点② 地点③ 地点④ 地点⑤ 平均値

ｴﾙｻﾝ乳剤 1,000倍 100 074 088 055 084  80 
有機ﾘﾝ系剤 

ｵﾙﾄﾗﾝ水和剤 1,000倍 080 052 068 049 030  56 

合成ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ剤 ﾄﾚﾎﾞﾝ乳剤 1,000 倍 100 100 054 079 100  87 

ｶｰﾊﾞﾒｰﾄ系剤 ﾗｰﾋﾞﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 1,000 倍 097 068 096 025 021  61 

ＢＴ剤 ﾌﾛｰﾊﾞｯｸ DF 1,000 倍 089 092 100 077 100  92 

ｱﾀﾌﾞﾛﾝ乳剤 2,000 倍 100 100 100 100 100 100 

ﾉｰﾓﾙﾄ乳剤 2,000 倍 100 100 100 078 100  96 

ﾏｯﾁ乳剤 3,000 倍 100 100 100 065 100  93 
ＩＧＲ剤 

ﾏﾄﾘｯｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2,000 倍 100 084 100 094 071  90 

1,000 倍 100 100 100 100 100 100 
ｱﾌｧｰﾑ乳剤 

2,000 倍 100 100 100 100 100 100 

ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2,000 倍 100 100 100 100 100 100 

ﾌﾟﾚｵﾌﾛｱﾌﾞﾙ 1,000 倍 100 100 100 100 100 100 

その他 

ﾄﾙﾈｰﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2,000 倍 100 066 076 079 100  84 

1) 数値は，処理後 4日（IGR 剤，BT 剤は 7日）の補正死虫率である。 

2) 補正死虫率（％）＝{（対照区生存虫数－処理区生存虫数）／対照区生存虫数}×100 

3) 苦悶虫は死虫とした。 

※ 供試薬剤は，一部の作物でハスモンヨトウに平成 19 年 8 月 22 日現在登録があるものです。 

作物登録の有無及び使用方法は作物によって異なりますので，薬剤防除を行う際は必ず登録内

容を確認してください。



８ 

【防除上の注意点】 

（１）ハスモンヨトウの幼虫は，齢期が進むにしたがって薬剤に対する感受性が低下する傾向が

あるため，若齢幼虫のうちに防除を行ってください。また，薬剤抵抗性の発達を抑えるため，

同一系統の薬剤を連用せず，ローテーション散布を行ってください。 

（２） ハスモンヨトウの薬剤感受性は圃場によって異なるため，薬剤散布後には効果の確認を行

い，効果が劣る場合は，その後の防除では系統の異なる薬剤を選択してください。 

 

 

 

 

Ⅲ．今月の気象予報 

関東甲信地方 1か月予報 

（予報期間  8 月 25 日から 9月 24 日） 

気象庁（8月 24 日 発表）

  ＜向こう 1か月の気温，降水量，日照時間の各階級の確率（％）＞ 

[確率] 

 

 

 

 

 

[概要] 

天気は数日の周期で変わりますが，一時ぐずつく時期がある見込みです。 

 

＜1 週目の予報＞  8 月 25 日（土曜日）から 8月 31 日（金曜日） 

   気温 関東甲信地方 高い確率 50% 

 

＜2 週目の予報＞  9 月 1 日（土曜日）から 9月 7日（金曜日） 

   気温 関東甲信地方 平年並または高い確率ともに 40% 

 

＜3 週目から 4週目の予報＞ 9 月 8 日（土曜日）から 9月 21 日（金曜日） 

   気温 関東甲信地方 平年並または高い確率ともに 40% 

要素 予報対象地域 低い(少ない) 平年並 高い（多い） 

気温 関東甲信全域 20 30 50 

降水量 関東甲信全域 30 40 30 

日照時間 関東甲信全域 30 40 30 

Ⅳ．テレホンサービス 

下記の情報を 24 時間提供しています。リアルタイムな情報を提供するために，病害虫の発生

状況等によっては内容を変更することがあります。 
 
電話番号：029（226）5321，6131 

 
9 月上期 果樹病害虫の収穫後防除について 

9 月下期 施設野菜および露地野菜病害虫の発生現況と防除対策について 

農薬を使用する際は 

１ 使用する農薬のラベルを必ず確認し，適用作物，使用方法，注意事項等を守りましょう。

２ 散布時には，周辺作物に飛散（ドリフト）しないよう注意しましょう。 

３ 農薬の使用状況を正確に記録しましょう。 

４ 使用後は散布器具やホース内等に薬液を残さず，良く洗浄しましょう。 

「ハスモンヨトウの薬剤感受性について」の表 1を活用する場合は，使用する薬剤の適用内

容（作物名，希釈倍数，使用時期，使用回数等）をよく確認してから購入，使用して下さい。 



９ 

お知らせ 

平成２０年度茨城県立農業大学校学生募集 
 

■ 募集人員等 

 学 科 名 募集人員
受験資

格 
修業年限 専 攻 コ ー ス 

農 学 科 ２０名 ２年 水田，畑作 

畜 産 学 科 １０ ２年 酪農，養豚 

経営情報学科 １０ ２年  

果樹園芸学科 １０ ２年  

野菜園芸学科 ２０ ２年  

学 

 

 

科 

花き園芸学科 １０ 

高校等を

卒業した

者及び平

成２０年

３月に卒

業又は修

了見込み

の者 
２年  

研 究 科 １０ 
農業系短
大卒以上

２年 作物・園芸・畜産 

 

■ 願書受付・入学試験 

試験区分 願 書 受 付 期 間 試 験 日 選抜方法

推薦入試 

（学科） 
平成19年１0月2日（火）～10月17日（水） 平成１9年１0月26日（金） 

小論文 

口述試験

（個別面

接） 

前

期 

平成19年12月18日（火）～平成20年１月17

日（木） 
平成20年１月31日（木） 

一 般 

入 試 

（学

科） 

後

期 

平成20年2月7日（木）～平成20年２月26日

（火） 
平成20年3月6日（木） 

筆記試験

口述試験

（個別面

接） 

研 究 科 

一般入試 
平成19年１0月2日（火）～１0月１7日（水） 平成１9年10月26日（金） 

筆記試験

口述試験

（個別面

接） 

■ 問い合わせ先  〒３11－3116 東茨城郡茨城町長岡 4070-186 

      茨城県立農業大学校  入試事務局  TEL029-292-0010 

                            

 


